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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　設置面に対して灯具がアームにより回転自在に支持されてなる照明装置において、
　前記灯具は、
　光源としての発光素子を備える光源部と、
　前記発光素子へ点灯電力を供給する点灯回路部と、
　前記光源部を表側に搭載し且つ前記発光素子の熱を裏側から放出する放熱部と
　を内部に収納して備え、
　前記灯具の表裏方向と直交する方向から前記灯具を見たとき、前記点灯回路部は、前記
放熱部の裏側であって前記放熱部と重ならない位置に配され、
　前記点灯回路部を前記放熱部に取り付ける取付部材は、前記灯具の表裏方向の前方から
前記取付部材と前記点灯回路部とを見たときに、前記点灯回路部が隠れるような板形状を
し、前記点灯回路部と前記放熱部との間に空間が存在するように離間して配されている
　照明装置。
【請求項２】
　前記取付部材は、絶縁性を有する樹脂材料により構成され、前記点灯回路部の回路部品
を実装する回路用基板と同じ形状の板部を有している
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記板部は、前記点灯回路部を支持するための支持部を有している
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　請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記支持部は、前記板部から裏側に突出する複数の突部により構成されている
　請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記放熱部は、前記光源部が搭載されるベース部に固定されている回路支持アームを備
えており、
　前記点灯回路部は、前記回路用基板を前記ベース部と平行な状態で、前記取付部材を介
して前記回路支持アームに取り付けられている
　請求項４に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記取付部材は、前記板部が前記回路用基板と離間するように前記複数の突部が前記回
路用基板を支持している
　請求項５に記載の照明装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は設置面のダクトレールに取り付けられる照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、環境意識の高まりから、省電力化に優れたＬＥＤを光源に使用したＬＥＤ照明装
置が盛んに用いられるようになり、ダクトレールに取り付けられて使用されるスポットラ
イトにもＬＥＤが使用されている。
　スポットライトは、ＬＥＤを光源として有する灯具と、ダクトレールへ取り付けられ電
源プラグや固定プラグを有するプラグボックスと、灯具とプラグボックスとを連結するア
ームとを備える（例えば特許文献１、２）。プラグボックスには灯具のＬＥＤに電力を供
する点灯回路部が収容されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２６１３５号公報
【特許文献２】特開２０１２－２２１７７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記スポットライトはプラグボックス内に点灯回路部が収容されているため、プラグボ
ックスが大きくなり、小型のプラグボックス（アタッチメント）を利用できない。発明者
は照明装置の設計自由を高めるために、灯具側に点灯回路部を備える照明装置を検討して
いる。
　本発明は、点灯回路部を灯具に設けた場合でも灯具を小型化できる照明装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る照明装置は、設置面に対して灯具がアームにより回転自在に支持されてな
る照明装置において、前記灯具は、光源としての発光素子を備える光源部と、前記発光素
子へ点灯電力を供給する点灯回路部と、前記光源部を表側に搭載し且つ前記発光素子の熱
を裏側から放出する放熱部とを内部に収容して備え、前記灯具の表裏方向と直交する方向
から前記灯具を見たとき、前記点灯回路部は、前記放熱部の裏側であって前記放熱部と重
ならない位置に配されている。
【発明の効果】
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【０００６】
　上記構成によれば、点灯回路部を放熱部の裏側であって放熱部と重ならない位置に配し
ている。これにより、装置の小型化が図られる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】（ａ）は実施形態に係る照明装置を前方から見た斜視図であり、（ｂ）は実施形
態に係る照明装置を後方から見た斜視図である。
【図２】（ａ）は実施形態に係る照明装置の分解状態を前方から見た斜視図であり、（ｂ
）は実施形態に係る照明装置の分解状態を後方から見た斜視図である。
【図３】実施形態に係る照明装置の縦断面図である。
【図４】（ａ）は実施形態に係るアタッチメントの縦断面を前方から見た斜視図であり、
（ｂ）は実施形態に係るアタッチメントの縦断面を後方から見た斜視図である。
【図５】（ａ）はアッタチメントから第２アタッチメント本体を取り外した状態を前方か
ら見た斜視図であり、（ｂ）はアッタチメントから第２アタッチメント本体を取り外した
状態を後方から見た斜視図である。
【図６】（ａ）は第１アタッチメント本体を前方から見た斜視図であり、（ｂ）は第１ア
タッチメント本体を後方から見た斜視図である。
【図７】実施形態に係るアームの分解斜視図である。
【図８】実施形態に係る灯具の縦断面図である。
【図９】実施形態に係る灯具の分解状態を前方から見た斜視図である。
【図１０】実施形態に係る灯具の分解状態を後方から見た斜視図である。
【図１１】（ａ）は灯具から主カバーを取り外した状態を前方から見た斜視図であり、（
ｂ）は灯具から主カバーを取り外した状態を後方から見た斜視図である。
【図１２】光源部及び放熱部の分解状態を前方から見た斜視図である。
【図１３】光源部及び放熱部の分解状態を後方から見た斜視図である。
【図１４】放熱部、取付部材及び点灯回路部の分解状態を前方から見た斜視図である。
【図１５】放熱部、取付部材及び点灯回路部の分解状態を後方から見た斜視図である。
【図１６】主カバーの分解状態を前方から見た斜視図である。
【図１７】主カバーの分解状態を後方から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
＜概要＞
　実施形態の一態様に係る照明装置は、設置面に対して灯具がアームにより回転自在に支
持されてなる照明装置において、前記灯具は、光源としての発光素子を備える光源部と、
前記発光素子へ点灯電力を供給する点灯回路部と、前記光源部を表側に搭載し且つ前記発
光素子の熱を裏側から放出する放熱部とを内部に収容して備え、前記灯具の表裏方向と直
交する方向から前記灯具を見たとき、前記点灯回路部は、前記放熱部の裏側であって前記
放熱部と重ならない位置に配されている。
　別態様に係る照明装置において、前記点灯回路部は前記放熱部に固定されている回路支
持アームに取り付けられている。これにより、点灯回路部を容易に設けることができる。
　別態様に係る照明装置において、前記放熱部は、前記光源部が搭載される平板状のベー
ス板と、前記ベース板から裏側に延伸する複数枚の平板状のフィンとを備え、前記回路支
持アームは、前記フィンの延伸方向に起立する一対の板状の起立部と、前記起立部の起立
先端同士を連結する板状の連結部とを有し、前記点灯回路部は前記連結部に取り付けられ
ている。これにより、簡単な構造で点灯回路部を回路支持アームに取り付けることができ
る。
　別態様に係る照明装置において、前記点灯回路部は、点灯回路を構成する回路部品が実
装された回路用基板が前記ベース板と平行な状態で、絶縁体を介して前記連結部に取り付
けられている。これにより、点灯回路部の絶縁性を確保できる。
　別態様に係る照明装置において、前記点灯回路部は、点灯回路を構成する回路部品が実
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装された回路用基板が前記ベース板と平行な状態で前記連結部に取り付けられ、前記点灯
回路部と前記連結部の間に空間を有している。
　別態様に係る照明装置において、前記回路支持アームは、前記アームに回転自在に連結
される連結部を前記一対の起立部に有する。これにより、簡単な構造で灯具とアームとを
連結できる。
【０００９】
＜実施形態＞
１．概要
　実施形態について図１～図２を用いて説明する。
　照明装置１は、天井等の設置面に設けられたダクトレール（図示省略）に取り付けられ
て使用する、所謂、スポットライトである。
　照明装置１は、ＬＥＤ素子３１１を光源として備える灯具３と、ダクトレールに取り付
けられるアタッチメント５と、ＬＥＤ素子３１１に点灯電力を供給する点灯回路部３４と
、灯具３とアタッチメント５とを連結するアーム７とを備える（図９及び図１０参照）。
【００１０】
　アーム７は設置面と直交する方向を回転軸として回転自在にアタッチメント５に取り付
けられている。灯具３は設置面と平行な方向を回転軸として回転自在にアーム７に取り付
けられている。これにより、灯具３の姿勢変更が設置面に対して自在となる。
　ここで、設置面と直交する方向を垂直方向とし、設置面と平行な方向を平行方向とする
。設置面が例えば天井の場合、垂直方向は上下方向となり、平行方向は水平方向となる。
　照明装置１は点灯回路部３４を灯具３に備える。これにより、アタッチメント５を小型
化できる。
　本明細書では、天井等の設置面側を裏側とし、設置面から離れる側を表側とする。例え
ば、アタッチメント５に対して灯具３が位置する側（床面側）は表側となる。なお、垂直
方向は表裏方向と同じ方向となる。また、灯具３から光が出射される方向を前方とする。
例えば、灯具３が下方を向いている場合、床側が前方となり、天井側が後方となる。
　以下、各部について説明する。
【００１１】
２．アタッチメント
　アタッチメント５は、図１及び図２に示すように、ダクトレールの溝に係止する一対の
係止片５１と、ダクトレール内の一対の給電端子と接触する一対の電極５２と、アーム７
が取付けられる取付部５３（図４参照）と、ダクトレールから外れるのを防止するストッ
パー５４とをアタッチメント本体５５に有する。
　アタッチメント本体５５は、図５に示す半円筒状の第１アタッチメント本体５６と、図
６に示す半円筒状の第２アタッチメント本体５７とで構成され、両者は図１の（ｂ）に示
す結合具(ねじ）８１により結合されている。
【００１２】
　以下、第１アタッチメント本体５６は図４及び図５を主に用いて、第２アタッチメント
本体５７は図４及び図６を主に用いてそれぞれ説明する。
　係止片５１は、その半分ずつ（図５中の「５１ａ」及び図６中の「５１ｂ」である）を
一体で有する第１アタッチメント本体５６と第２アタッチメント本体５７とを結合するこ
とにより、構成される。
　電極５２は、第１アタッチメント本体５６の溝５６１に配され、第２アタッチメント本
体５７の嵌合凸部５７１と嵌合溝部５７２とが溝５６１に嵌合することで、アタッチメン
ト本体５５に固定される。電極５２の一端５２１はロッド５２９、ケーブル（図示省略）
を介して灯具３内の点灯回路部３４と接続される。
　アタッチメント５とアーム７との取り付けには中空ボルト８３が利用される。取付部５
３はアタッチメント本体５５内に配されたナット５３１等により構成される。なお、ナッ
ト５３１が緩むのを防止するための波ワッシャ５３２や回転止め金具５３３，５３４等が
ナット５３１に合わせて設けられている。なお、取付部５３は第１アタッチメント本体５
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６及び第２アタッチメント本体５７の表側の孔付端５６３，５７３により支持される。
　ストッパー５４は、図４に示すように、表裏方向に移動可能に支持されたストッパー片
５４１が付勢バネ５４３により裏側へと付勢され、ストッパー片５４１の裏側端部５４１
ａがダクトレールの溝に嵌合する。これにより、アタッチメント５のダクトレールに対す
る回転が規制される。
【００１３】
３．アーム
　図１、図２及び図７を用いて説明する。
　アーム７は円柱状のアタッチメント５の表側の面（壁）の中央に取り付けられている。
アーム７は、中空の「Ｕ」字をし、「Ｕ」字の開口側が表側に位置するように取り付けら
れる。アーム７は、図７に示すように、第１アーム本体７１、第２アーム本体７３、金属
プレート７５、一対のキャップ７７から構成される。
【００１４】
　アーム７は、「Ｕ」字状における開口側の一対の端部７ａで灯具３を回転自在に挟持す
る。アーム７と灯具３とを連結する連結具として図７に示すような中空ボルト８５が利用
される。中空ボルト８５は、第１アーム本体７１と第２アーム本体７３から構成される筐
体内に配され、図２に示すようにキャップ７７により覆われる。
【００１５】
　アーム７は開口側の一対の端部７ａ（図２参照）と反対側（裏側）部分に貫通孔７ｂを
有し、当該貫通孔７ｂから導出する中空ボルト８３のねじ部がアタッチメント５の取付部
５３のナット５３１と螺合する。なお、図２では中空ボルト８３はアタッチメント５側に
取り付けた状態となっている。
【００１６】
　アタッチメント５と点灯回路部３４とを接続するケーブルは、アタッチメント５から、
中空ボルト８３の内部、アーム７の内部及び中空ボルト８５の内部を通って、点灯回路部
３４側に導出される。なお、中空ボルト８３，８５は金属プレート７５の貫通孔７５ａ，
７５ｂを挿通する。
【００１７】
４．灯具
図８～図１７を用いて説明する。
　灯具３は、光源としてのＬＥＤ素子３１１を備える光源部３１と、ＬＥＤ素子３１１へ
点灯電力を供給する点灯回路部３４と、光源部３１を表側に搭載し且つ点灯中のＬＥＤ素
子３１１の熱を裏側から放出する放熱部３５とを備える。ここで、ＬＥＤ素子３１１は発
光素子の一例に相当する。
　灯具３は、光源部３１、点灯回路部３４及び放熱部３５を収容するための主カバー３９
を備える。点灯回路部３４は、灯具３を側方（前後方向と直交する方向）から見たとき（
図８である）に、放熱部３５と重ならない位置に配されている。ここでは点灯回路部３４
は放熱部３５の後方に配されている。
　以下、各部について説明する
【００１８】
（１）光源部
　図９から図１３、特に図１２、図１３を用いて説明する。
　光源部３１は、ＬＥＤ素子３１１をＬＥＤ用基板３１２に実装されてなるモジュールタ
イプで備える。なお、ＬＥＤ素子３１１がＬＥＤ用基板３１２に実装されたものをＬＥＤ
モジュール３１０とする。ＬＥＤ素子３１１はＬＥＤ用基板３１２の円板部３１２ａの中
心位置と円周上とに実装される。
　ＬＥＤ用基板３１２は、点灯回路部３４に接続されたケーブル（図示省略）と接続する
ための一対のコネクタ３１４を、円板部３１２ａから外方に張り出す張出部３１２ｂに備
える。なお、一対のコネクタ３１４間には張出部３１２ｂの周縁から中心に向かう凹部３
１２ｃがあり、当該凹部３１２ｃに点灯回路部３４に接続するケーブルを固定するための
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固定具３１８（図９及び図１０参照）が嵌合する。
【００１９】
　ＬＥＤ用基板３１２は、円板部３１２ａから外方に張り出す張出部３１２ｂ，３１２ｄ
を利用して放熱部３５に固定される。具体的には、図９及び図１０に示すように固定具と
してねじ８７が利用され、ねじ８７が張出部３１２ｂ，３１２ｄの貫通孔３１２ｅを挿通
して放熱部３５のねじ孔３５１ｂに螺合する。
【００２０】
　光源部３１は、ＬＥＤ素子３１１から出射された光に対して光学処理を行う光学体を備
えてもよい。ここでの光学体はＬＥＤ素子３１１の光を集光させるレンズ機能を有するレ
ンズ体３２０である。
　レンズ体３２０は、図１２及び図１３に示すようにＬＥＤ素子３１１に対して対向配置
されたレンズ部３２１と、複数個のレンズ部３２１を前端で連結する連結板部３２２と、
連結板部３２２の周縁から後方の延伸する筒部３２３と、レンズ体３２０を放熱部３５に
固定するための固定部３２４とを一体で有する。
【００２１】
　レンズ部３２１は、図１３に示すように、連結板部３２２側から円柱部３２１ａ、截頭
円錐部３２１ｂを有し、截頭円錐部３２１ｂの後端から前方に凹入する穴３２１ｃにＬＥ
Ｄ素子３１１が配される。なお、円柱部３２１ａには、図８に示すように、前側から凹入
する凹み３２１ｄを有している。
　筒部３２３の内周は、図８や図１１に示すように、ＬＥＤ用基板３１２の外周よりも大
きく構成され、ＬＥＤ用基板３１２の外周側に配された前カバー３３０の内鍔部３３２に
後端面が当接する状態で、筒部３２３が放熱部３５に取り付けられる。
【００２２】
　固定部３２４は連結板部３２２と筒部３２３とに跨って周方向の間隔をおいて複数個設
けられている。固定部３２４は、筒部３２３の前後方向に亘って筒部３２３の外周から筒
部３２３の中心に向かって凹入し且つ前側広がりの段差状をする段付き欠け部分３２４ａ
と、段付き欠け部分３２４ａの後側部分に形成された前後方向に延びる溝部分３２４ｂと
から構成される。レンズ体３２０の放熱部３５への取付具として、例えば図９及び図１０
に示すように、ねじ８９が利用される。ねじ８９の頭部が段付き欠け部分３２４ａの前側
部分に配され、その胴部が溝部分３２４ｂに配され、ねじ部分が放熱部３５のねじ孔３５
１ｃに螺合する。段付き欠け部分３２４ａは蓋カバー３２６により塞がれる（図９及び図
１０）。
【００２３】
　光源部３１は、レンズ体３２０を保護したり、グレア防止用の前カバー３３０を備える
。
　前カバー３３０は、図１２及び図１３に示すように、筒部３３１と、筒部３３１の後側
開口端部から内側に延伸する内鍔部３３２とを有している。内鍔部３３２は、図８及び図
１１に示すように、レンズ体３２０の筒部３２３と放熱部３５のベース板３５１との間に
配され、レンズ体３２０と放熱部３５とで挟持される。内鍔部３３２の内周形状はＬＥＤ
用基板３１２の外観形状と略一致する。なお、前カバー３３０は装着状態では主カバー３
９と連続しているように設けられている（図１及び図２参照）。
【００２４】
（２）点灯回路
　図１１、図１４及び図１５を用いて説明する。
　点灯回路部３４は、アタッチメント５を介してダクトレールから受電した電力を、光源
部３１を点灯させるための電力に変換する。点灯回路部３４は、点灯回路を構成する回路
部品３４１と、回路部品３４１を実装する回路用基板３４３とを備える。
回路用基板３４３は主カバー３９における横断面の内周形状と同じ形状をしている。ここ
では円形状をしている。回路用基板３４３は接続端子３４３ａを有している（図１５参照
）。接続端子３４３ａにはアタッチメント５に接続されたケーブル（図示省略）が接続さ
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れる。回路用基板３４３は接続端子３４３ａの外周側にケーブル固定用の凹み３４３ｂを
有している。
　点灯回路部３４は回路用基板３４３が前後方向と直交する状態で放熱部３５の後方に配
されている。点灯回路部３４は絶縁体である取付部材３６を介して放熱部３５に固定具(
例えばねじ９１）により固定される。
【００２５】
（３）放熱部
　図１１～図１５を用いて説明する。
（３－１）放熱機能
　放熱部３５は、ＬＥＤモジュール３１０を前面に搭載するベース板３５１と、ベース板
３５１から後方に延伸する複数枚の平板状のフィン３５３とを備える。点灯中にＬＥＤモ
ジュール３１０から発生した熱はベース板３５１を経由してフィン３５３から放出される
。放熱部３５は点灯回路部３４を支持するための支持部材を備える。ここでの支持部材は
、「コ」字状をする回路支持アーム３５５により構成される。
【００２６】
　ベース板３５１は、一枚の金属製の薄板で形成されている。ここでは厚さ１［ｍｍ］の
アルミニウム板を使用している。厚さは、０．８［ｍｍ］以上、２［ｍｍ］以下が望まし
い。冷間鍛造製やアルミダイキャスト製より放熱部３５を軽量にできる。図１１に示すよ
うに、ＬＥＤ用基板３１２と同じ円形状に似た形状をし、ＬＥＤ用基板３１２よりも大き
く、前カバー３３０の内鍔部３３２の裏面と略同じ大きさである。
　ベース板３５１は、図１２に示すように、ＬＥＤ用基板３１２の凹部３１２ｃに対応し
た部位に凹部３５１ａを有している。凹部３５１aには点灯回路部３４とＬＥＤ用基板３
１２とを接続するケーブル用の固定具３１８が嵌合する（図９及び図１０参照）。
　ベース板３５１はバーリング加工されたねじ孔３５１ｂ，３５１ｃを有している。ねじ
孔３５１ｂはＬＥＤ用基板３１２を固定するためのもので、図９及び図１０に示すねじ８
７が螺合する。ねじ孔３５１ｃはレンズ体３２０を固定するためのもので、図９及び図１
０に示すねじ８９が螺合する。
【００２７】
　フィン３５３は一枚の金属製の薄板をプレスして形成されている。ここでは厚さ０．５
［ｍｍ］のアルミニウム板を使用している。厚さは、０．３［ｍｍ］から２［ｍｍ］が望
ましい。冷間鍛造製やアルミダイキャスト製より放熱部３５を軽量にできる。フィン３５
３は、ベース板３５１に対してほぼ垂直に設けられている。ここでのフィン３５３は、図
１１の（ｂ）に示すように、前後方向に延伸する一対の平板部３５３ａと、一対の平板部
３５３ａの後端同士を連結する連結平板部３５３ｂとを有する「コ」字状をし、連結平板
部３５３ｂがベース板３５１に固定されている。ここでの固定は溶接を利用しているが、
ねじやリベットで固定してもよい。
【００２８】
　ここでは、「コ」字状のフィン３５３は３個あり、平板部３５３ａが平行となるように
配されている。３個のフィン３５３の内、中央に位置するフィン３５３は、後方から見て
、３個のフィン３５３が並ぶ方向（並設方向）と直交する方向（以下、「幅方向」ともい
う。）の寸法が一番大きくなっている。これにより、円形状のベース板３５１の主面を有
効に利用して表面積の大きいフィン３５３を設けることができる。一対の平板部３５３ａ
にはケーブル用の欠け部分３５３ｄを有している。欠け部分３５３ｄは幅方向の一端側か
ら多端側に向かって伸びるように設けられている。
【００２９】
（３－２）回路支持機能
　図１１から図１５を用いて説明する。
　回路支持アーム３５５は「コ」字状の開口側端が外方に屈曲したような形状をしている
。回路支持アーム３５５は、図９及び図１０に示すように、ベース板３５１から起立する
一対の起立部３５５ａと、一対の起立部３５５ａの後端を連結する連結部３５５ｂと、一
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対の起立部３５５ａの前端から外方へ屈曲する屈曲部３５５ｃとを有している。
【００３０】
　一対の起立部３５５ａの延伸方向（前後方向）の長さはフィン３５３の平板部３５３ａ
より長い。一対の起立部３５５ａの間隔は３個のフィン３５３の並設方向の長さよりも長
い。これにより、回路支持アーム３５５は、３個のフィン３５３に触れることなく、３個
のフィン３５３を跨ぐようにして屈曲部３５５ｃがベース板３５１に固定される。
　回路支持アーム３５５は灯具３とアーム７とを連結する連結部を一対の起立部３５５ａ
に有する。灯具３とアーム７との連結には、図７に示すように、中空ボルト８５が利用さ
れ、中空ボルト８５が連結部の一例であるねじ孔３５５ｄに螺合する。
　回路支持アーム３５５は一枚の金属製の薄板をプレスして形成されている。灯具３の重
量を支えるに十分な機械的強度を必要とするため、ここでは厚さ１．５［ｍｍ］のアルミ
ニウム板を使用している。厚さは、１［ｍｍ］以上、２［ｍｍ］以下が望ましい。ここで
の固定は溶接を利用しているが、ねじやリベットで固定してもよい。
【００３１】
　回路支持アーム３５５は、点灯回路部３４用の取付部材３６を固定する固定部を連結部
３５５ｂに有している。詳細は後述するが、回路支持アーム３５５は、図１５に示すよう
に、貫通丸孔３５５ｆ、貫通長孔３５５ｇ、ねじ孔３５５ｉを固定部として有する。
【００３２】
（４）取付部材
　図９～図１１、図１４及び図１５、特に図１４及び図１５を用いて説明する。
　取付部材３６は絶縁性を有する樹脂材料により構成されている。これにより、点灯回路
部３４と金属製の放熱部３５との間で絶縁性が確保できる。取付部材３６は、前方から見
たときに、点灯回路部３４が隠れるような形状及び大きさを有している。具体的には、取
付部材３６は回路用基板３４３と同じ円形状をする板部３６１を有している。これにより
、放熱部３５で熱せられて上昇する空気が点灯回路部３４に直接が触れるようなことを少
なくできる。つまり、板部３６１は遮熱板としての機能を有する。
【００３３】
　取付部材３６は、板部３６１と離間して点灯回路部３４を支持するための支持部を板部
３６１に有している。ここでの支持部は板部３６１から後方に突出する突部により構成さ
れている。
　取付部材３６は板部３６１の中央に孔付きボス３６１ａを有する。孔付きボス３６１ａ
は円筒状である。取付部材３６は板部３６１の周縁であって周方向に間隔をおいて複数個
の孔無しボス３６１ｂを有している。孔無しボス３６１ｂは３個以上が好ましく、ここで
は４個ある。４個の孔無しボス３６１ｂのうち、孔付きボス３６１ａを挟んで対向する２
個の孔無しボス３６１ｂにはさらに後方に突出する突起３６１ｃ，３６１ｄが設けられて
いる。突起３６１ｃ，３６１ｄは大きさ（突出方向と直交する断面の面積）が異なる。突
起３６１ｃは回路用基板３４３の欠け３４３ｃに嵌合し、突起３６１ｄは欠け３４３ｄと
嵌合する（図１４参照）。突起３６１ｃと３６１ｄが非対称であることから、回路用基板
３４３は取付部材３６に対して一義的に円周方向の位置決めがなされる。
　孔付きボス３６１ａと孔無しボス３６１ｂの突出量は同じである。これにより点灯回路
部３４を安定した状態で支持できる。
【００３４】
　取付部材３６は、回路支持アーム３５５に固定された際に板部３６１が回路支持アーム
３５５と離間するように（点灯回路部３４と放熱部３５との間に空間（空気層）が存在す
るように）するための離間部を板部３６１に有している。ここでの離間部は板部３６１か
ら前方に突出する突部により構成されている。つまり、点灯回路部３４は、遮熱板として
機能する取付部材３６に対して空気層を介在して取付けられる。これにより、取付部材３
６が放熱部３５に接触している部分から熱が伝わっても、点灯回路部３４側に伝わり難い
構造となっている。
【００３５】
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　離間部は板部３６１の中央に孔付きボス３６１ｅを有する。孔付きボス３６１ｅは円筒
状である。前側の孔付きボス３６１ｅと後側の孔付きボス３６１ａとの孔は連続しており
、この貫通孔３６１ｋに点灯回路部３４を回路支持アーム３５５に固定するための固定具
であるねじ９１（図９から図１１参照）が挿通する。なお、ねじ９１は、回路用基板３４
３の後側から、回路用基板３４３の貫通孔３４３ｆ、取付部材３６の貫通孔３６１ｋを挿
通して、回路支持アーム３５５の連結部３５５ｂのねじ孔３５５ｉに螺合する。
【００３６】
　取付部材３６は板部３６１の中心を挟んだ２箇所に「＋」字状のリブ３６１ｆを有して
いる。「＋」字を構成する一方の一対の延伸リブ部分は、２個のリブ３６１ｆを結ぶ仮想
線分上に位置する。「＋」字を構成する他方の一対の延伸リブ部分の長さは回路支持アー
ム３５５の連結部３５５ｂの幅と略一致する。なお、ここでの長さは、一対の延伸リブ部
分の合計であり、仮想線分と直交する方向の寸法である。
　２個のリブ３６１ｆと孔付きボス３６１ｅとは連続して形成されている。これにより、
リブ３６１ｆ、孔付きボス３６１ｅの強度を確保できる。２個のリブ３６１ｆと孔付きボ
ス３６１ｅの突出量は同じである。これにより取付部材３６を、平板状の連結部３５５ｂ
に直に載置するのと同程度に安定した状態で回路支持アーム３５５に載置できる。
　更に、リブ３６１ｆと孔付きボス３６１ｅによって板部３６１が回路支持アーム３５５
から持ち上げられ、板部３６１とフィン３５３の裏側先端との間に空間が確保されている
。この空間は、放熱部３５の中央部（中心軸）付近で熱交換した空気が滞ることなく板部
３６１の外周方向に流し出すのに十分な幅の通路を形成している。
【００３７】
　取付部材３６はリブ３６１ｆの前端に形状の異なる突起３６１ｇ，３６１ｉを有してい
る（図１４）。突起３６１ｇは、円状をし、回路支持アーム３５５の連結部３５５ｂの貫
通丸孔３５５ｆに嵌合する。突起３６１ｉは、矩形状をし、回路支持アーム３５５の連結
部３５５ｂの貫通長孔３５５ｇに嵌合する。これにより取付部材３６が回路支持アーム３
５５に位置決めされる。なお、突起３６１ｉは、２個のリブ３６１ｆを結ぶ仮想線分と平
行な方向に長く、仮想線分上に位置する延伸リブ部分に設けられている。
　取付部材３６は、回路用基板３４３の凹み３４３ｂに対応して、板部３６１の外周側に
ケーブル固定用の凹み３６１ｊを有している。
【００３８】
（５）主カバー
　主に図９、図１０、図１６及び図１７、特に図１６及び図１７を用いて説明する。
　主カバー３９は光源部３１、点灯回路部３４、放熱部３５を収容する。主カバー３９は
主カバー本体３７と蓋体３８とを備える。
【００３９】
（５－１）主カバー本体
　主カバー本体３７は筒状、ここでは円筒状をしている。主カバー本体３７は、後部側に
位置する筒部３７２と、前部側に位置するテーパ部３７１とを有する。テーパ部３７１は
前後方向の略中央から前側に移るにしたがって拡径する前広がりのテーパ形状をしている
。主カバー本体３７の前側部分は前拡がりのテーパ部３７１となっている。主カバー本体
３７は、中心軸に沿う方向に延伸する貫通溝３７１ａをテーパ部３７１に有する。貫通溝
３７１ａは周方向に等間隔をおいて複数個設けられている。貫通溝３７１ａにより放熱部
３５への空気の供給が可能となる。
　主カバー本体３７はアーム７用の取付部をテーパ部３７１に有している。取付部は一対
の貫通孔３７１ｂにより構成されている。貫通孔３７１ｂには図８、図９及び図１０に示
す鍔付きカラー３５７が挿入される。なお、図３に示すように、鍔付きカラー３５７内部
を中空ボルト８５が挿通して回路支持アーム３５５のねじ孔３５５ｄに螺合する(図１２
及び図１３）。
【００４０】
　主カバー本体３７は蓋体３８を装着するための装着部を有する。装着部は筒部３７２の
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後端部に存在する。蓋体３８の装着には係合構造を利用している。主カバー本体３７は突
部３７３を装着部として有している。突部３７３は周方向に間隔を置いて設けられている
。突部３７３は、第１突部分３７３ａと、第１突部分３７３ａに対して周方向の両側に設
けられ且つ第１突部分３７３ａよりも突出する第２突部分３７３ｂとを有する。これによ
り、蓋体３８の延伸片３８３に対して位置決めした状態で係合できる。
【００４１】
　主カバー本体３７は中心に向かう突片３７５を筒部３７２の後端部に有する。突片３７
５の後面は平坦面となっている。突片３７５は周方向に間隔をおいて複数個ある。突片３
７５は装着された蓋体３８を前側から支持する。
　主カバー本体３７は中心軸と平行な複数本のリブ３７１ｃをテーパ部３７１の内周面に
有している。リブ３７１ｃの前端面で放熱部３５のベース板３５１を支持する。主カバー
本体３７は中心軸と平行なリブ３７１ｄをテーパ部３７１の内周面に有している。ここで
は２本のリブ３７１ｄが近接して設けられている（図９参照）。２本のリブ３７１ｄは他
のリブ３７１ｃよりも前側に延伸し、放熱部３５のベース板３５１の欠け部３５１ｄに嵌
合する。これにより、放熱部３５が主カバー本体３７に位置決めされる。
【００４２】
（５－２）蓋体
　蓋体３８は２枚の平板が空間を隔てて略平行に配された板状の蓋本体３８１を有してい
る。蓋本体３８１は主カバー本体３７の後端開口と同じ形状（ここでは円形状である）を
し、後端開口に嵌合する。
　蓋本体３８１は、前側に位置する平板に形成された複数本のスリット３８１ａと，後側
に位置する平板に形成された複数本のスリット３８１ｂを有している。スリット３８１ａ
は、その延伸方向が平行に設けられ、延伸方向と直交する方向に間隔をおいて設けられて
いる。スリット３８１ｂは、スリット３８１ａと延伸方向が同じであり、延伸方向と直交
する方向に間隔をおいて設けられている。前側のスリット３８１ａと後側のスリット３８
１ｂは、前後方向から見たときに、スリット３８１ａ，３８１ｂの延伸方向と直交する方
向に交互に存在している。つまり、複数本のスリット３８１ａ，３８１ｂは梯子状パター
ンで前後多段（２段）の千鳥状に配されている。また、スリット３８１ａ，３８１ｂは前
後方向に空間を隔てている。これにより、放熱部３５で熱交換した空気が滞ることなく蓋
体３８を通過できると共に、後方から見たときに主カバー本体３７の内部に収納された点
灯回路部３４が、視覚的に見え難く構成されている。
【００４３】
　蓋体３８は主カバー本体３７に装着されるための装着部を有する。装着部は蓋本体３８
１の周縁部に存在する。蓋体３８の装着には係合構造を利用している。蓋体３８は延伸片
３８３を装着部として有している。延伸片３８３は蓋本体３８１から前方へ延伸し、延伸
先端の外面に段差部分３８３ａを有している。延伸片３８３は、主カバー本体３７の突部
３７３に対応して、周方向に間隔を置いて設けられている。これにより、延伸片３８３の
段差部分３８３ａが突部３７３の一対の第２突部分３７３ｂ間にある第１突部分３７３ａ
に係合する。
【００４４】
　以上、実施形態を説明したが、この実施形態に限られるものではなく、例えば、以下の
ような変形例であってもよい。また、実施形態と変形例、変形例同士を組み合わせたもの
であってよい。また、実施形態や変形例に記載していていない例や、要旨を逸脱しない範
囲の設計変更があっても本発明に含まれる。
【００４５】
＜変形例＞
１．アタッチメント
　実施形態におけるアタッチメント５は、円柱状をしていたが、他の形状であってもよい
。他の形状としては、直方体状、立方体状等がある。また、アッタチメントは中空状であ
ってもよい。
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　アタッチメント５は、内部に点灯回路を構成する回路部品を収容していないが、回路部
品の一部を収容してもよい。例えば、商用電源を直流電源に変換するＡＤ変換回路を構成
する回路部品を収容し、直流電源からＬＥＤ素子に供給する直流電源に変換するＤＤ変換
回路を構成する回路部品を灯具内に収容してもよい。
【００４６】
２．アーム
　実施形態のアーム７は「Ｕ」字状の構造を有しているが、他の構造であってもよい。他
の構造として、例えば、１本の中空ロッドでアタッチメントと灯具とを連結してもよい。
【００４７】
３．灯具
（１）光源部
　実施形態における光源部３１は複数個のＬＥＤ素子３１１を備えていたが、１個のＬＥ
Ｄ素子を備えてもよい。ＬＥＤ用基板３１２は円形状をしていたが、ＬＥＤ素子の実装パ
ターンや主カバーの形状によっては他の形状でもよい。また、ＬＥＤ用基板の中央にＬＥ
Ｄ素子を実装しない場合、ＬＥＤ用基板は環状であってもよい。ＬＥＤ素子３１１の発光
色は１色であったが、発光色の異なるＬＥＤ素子を備えて調色可能な構成としてもよい。
【００４８】
（２）レンズ体
　実施形態におけるレンズ体３２０は集光機能を有するが、他の機能を有する光学体であ
ってもよい。他の機能の光学体としては、平行光に変換するコリメートレンズや、拡散機
能を有する拡散部材（例えば、ドーム状のカバーの内面に拡散処理を施したもの）等があ
る。また、光学体に代えて、ＬＥＤ素子を保護する透光性材料から構成される保護カバー
を利用してもよい。
【００４９】
（３）点灯回路部
　実施形態における点灯回路部３４は、ＬＥＤ素子３１１を点灯及び消灯する点灯回路を
備えているが、例えば、調光点灯用の調光回路や調色点灯用の調色回路を含んでもよい。
　実施形態の点灯回路部３４は１枚の回路用基板３４３を備えているが、複数枚の回路用
基板を備えてもよい。但し、複数枚の回路用基板を用いる場合、面積が最大の回路用基板
は放熱部の後方であって前後方向と直交する方向から見たときに重ならない部位に配する
必要がある。
【００５０】
　実施形態の回路用基板３４３は前後方向（主カバー３９の中心軸と平行な方向）と直交
する状態で設けられているが、放熱部の後方であれば前後方向と平行に配してもよいし、
前後方向と交差（直角を除く）するように配してもよい。但し、回路用基板３４３を直交
させると灯具全体として小型化できることが検討により判明している。
　実施形態の回路部品３４１は回路用基板３４３の後面側に実装されているが、例えば、
耐熱性の高い部品を回路用基板の前面側に実装してもよい。なお、回路用基板３４３は放
熱部３５に対して間隔をあけて設けられているので、実装に関して特に問題ない。
【００５１】
（４）取付部材
　実施形態における取付部材３６は、点灯回路部３４の回路用基板３４３と離間する状態
で点灯回路部３４を支持しているが、例えば、点灯中のＬＥＤ素子の発熱量を抑えたり、
耐熱性のある回路部品を用いたりして、点灯用基板と密着する状態で点灯回路部を支持し
てもよい。
　実施形態における取付部材３６は、放熱部３５と離間する状態で回路支持アーム３５５
に取り付けられているが、例えば、点灯中のＬＥＤ素子の発熱量を抑えることができれば
、回路支持アームと密着する状態で取り付けられてもよい。
　実施形態における取付部材３６は、回路用基板３４３と略同じ大きさ、形状に構成され
ていたが、前方から見たときに、点灯用基板が取付部材により隠れるのが好ましい。この
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もよい。
　実施形態における取付部材３６は離間部として「＋」字状のリブ３６１ｆを利用してい
るが、ボスを利用してもよい。この際、回路支持アーム側に孔や穴を設け、ボスの前端部
に突起を設けることで位置決めが可能となる。
　実施形態における取付部材３６は放熱部３５に取り付けられているが、例えば、主カバ
ーに取り付けるようにしてもよい。この際、取付部材と放熱部と離間させることが好まし
い。また、空気の流れが悪いような場合、取付部材の板部に貫通孔を設けてもよい。
【００５２】
（５）放熱部
　実施形態における放熱部３５は、ベース板３５１と複数個のフィン３５３と回路支持ア
ーム３５５とを有している。回路支持アーム３５５はベース板３５１に固定されていたが
、例えばフィン３５３の平面と直交する方向の両側に位置するフィン３５３に固定しても
よい。
　実施形態におけるフィン３５３は「コ」字状をしているが、例えば、「Ｌ」字状をして
もよいし、「Ｍ」字状をしてもよい。
　実施形態における回路支持アーム３５５は、矩形状の金属薄板を湾曲させているが、例
えば、フィン３５３と同様に幅の広い金属薄板を湾曲させてもよい。
【００５３】
（６）主カバー
　実施形態の主カバー３９は主カバー本体３７と蓋体３８とを備えていたが、例えば、主
カバーは主カバー本体と蓋体と前カバー（３２０）を備えてもよい。この場合、前カバー
は、実施形態と同様に放熱部３５のベース板３５１に装着されてもよいし、主カバー本体
に装着されてもよい。また、主カバー本体の前側部分を延伸させて、延伸部分で前カバー
を構成するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００５４】
　　　１　　照明装置
　　　３　　灯具
　　　５　　アタッチメント
　　　７　　アーム
　　３１　　光源部
　　３４　　点灯回路部
　　３５　　放熱部
　　３６　　取付部材
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